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①避難実績及び入山規制等の実績 

いずれもなし 

②主な火山情報の発表状況 

（1965年1月1日の情報発表業務開始以降2007年11月30日まで） 

発表はなし。 

③噴火警報等の発表状況 

(2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで) 

・噴火警報・予報 

 

 

 

 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 
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①人口 

・島内人口：3,059 人（2011 年 1 月 1 日現在の東京都統計） 

・山麓の居住区等：阿土山から 1.0 ㎞。  

②国立・国定公園・登山者数等 

・富士・箱根・伊豆国立公園 新島 

年間観光客数：約 5 万人（東京都大島支庁管内概要平成 22 年版から） 

年間登山者数：不明 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

新島村役場  東京都新島村本村 1-1-1 04992-5-0240 

④主要交通網 

 ・島外：船舶（東海汽船,神新汽船） 

飛行機（新中央航空） 

・島内：バス タクシー レンタカー 

⑤関連施設 

 新島村博物館 
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機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

東京管区気象台総務部業務課 東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-2949 

 

年月日 警報・予報 内容 

2007（平成

19）年 12 月 1

日 10:20 

噴火予報（平常）※1 火山活動は静穏。 
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※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(神津島、新島)     

(気象庁) (国土地理院) (名古屋大学)

地震計 (短周期) GPS GPS

GPS

傾斜計 (防災科学技術研究所) (東京都)

空振計 Hi-net 地震計 (短周期)

遠望カメラ K-NET

震度計

地震計 (短周期)

(地震津波観測)

凡　　　　　　例

 
図 60-7 観測点配置図．  
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61.神津島
こ う づ し ま

 ���������        ������ 

北緯34°13′10″ 東経139°09′11″ 標高572m (天上山)(三角点・神津島)  

 

 

 

 

 
神津島全景 南南東上空より 2002 年 10 月 30 日 気象庁撮影 
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南北 6 ㎞、東西 4 ㎞の島で流紋岩の溶岩ドーム群と火砕岩からなる。島の中央部に位置す

る主峰天上山(てんじょうさん)は 9 世紀に生成した。噴火は激しく、火砕サージ・火砕流を

発生しやすい。現時点で噴気活動はない。溶岩流が浅海域を覆った部分で，二次爆発が発生

した痕跡が認められる（谷口, 1982）。構成岩石の SiO2 量は 65.1～78.1 wt.% である。 
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